
環境汚染は生命に対する脅威は我々の共通認識

　人類は環境問題への対応に失敗した。繁栄と質の高い生活を得るに
は環境を犠牲にする他はないという主義主張の奴隷に甘んじたから
だ。その考え方は正しくない。従って我々は、「経済は生命に奉仕す
るもの」という新たな考え方を提示すべきである。
　公害は個人およびコミュニティに対する脅威である。まずもって身
近な所では、各個人に対する脅威であり、同時に、社会に対する脅威、
つまり社会問題なのである。
　私は今回、米韓を飛行機で往復すると 5トンの CO2 を排出するこ
とを知りながら、訪韓することを選択した。5トンの CO2 はフランス

人一人当たり年間平均排出量を上回る。私は日頃、私の仕事は気候を保護するために炭素を燃焼することである
と言っている。今回韓国まで来る労力を惜しんでビデオメッセージで済ま
せることもできたが、訪韓しなければ皆さんとお知り合いになる機会も食
事を囲んで議論する機会も得られなかった。本会議への参加を決断したこ
とが正しかったかは皆さんの判断に任せたい。1,2

　私個人が排出する CO2 量は、別視点から考察すれば軽微なものである。
なぜなら全地球的に排出される CO2 量の 70% はサウジアラビアなどの産
油国および石油会社など90の国家・団体に帰一されるからである。従って、
削減を真に検討しなければならないのは、この70％のCO2排出なのである。
3

　韓国は今日、以前よりも多くの台風、しかも勢力の強い台風に悩まされ
るようになった。韓国のみならずアジアの大都市が台風被害に悩まされて
いる。2005 年時点で 3兆ドルだった被害総額が 2070 年には 35 兆ドル
に膨れ上がることが予想される。2018年に発生した台風 22号（「マンクッ
ト」）は観測史上最大級の台風で、フィリピンでは 70人の死者を出した。
台風 21号（「ジェビ」）は日本に上陸した過去最大級の台風で、日本での
死者は 11人となった。韓国を襲い数名の死者を出した台風 25号（「コン
レイ」）はカテゴリー 5に相当する 5番目の台風であった。東アジアおよ
び東南アジアを襲う台風は 12%～ 15%増加した。カテゴリー 4とカテゴ
リー 5の台風は破壊力が通常の台風の 1.5 倍だが、その発生率が 2倍―
3倍になった地域もある―になったのである。4, 5

　韓国では降雨がない状況が続くと干ばつに見舞われることになる。2017
年はそれまでの 15年間で最悪の干ばつ被害に見舞われた。このような干
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Why Are We Still Unable to Fully Resolve Environmental Problems?
―我々はなぜいまだに環境問題を完全に解決できないでいるのか―
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ばつ被害も、今回の私の訪韓もそうだが、人々が化
石燃料を燃焼した結果引き起こされたものなのであ
る。
　それに対して「でも仕方がないことだ」という反
論もあるだろう。それは一面の真理を言っているが、
真実ではない。CO2 排出量を削減する方法および大
気を浄化する方法は無数にあるからである。例えば、
私が経営する牧場は 100% 太陽光で賄っており、マ
イカーは電気自動車の「日産リーフ」だ。皆さんも
そのような生活様式に転換できるはずだ。韓国にも
起亜自動車の「ニロ EV」といった素晴らしい自動車
があるし、CT&Tの超小型電気自動車「e-Zone」はリ
リース直後から人気を博し、韓国国内のシェア 35%
を独占している。
　米国では、コロラド州のように、大気清浄化のた
めに州知事が州知事令で電気自動車の利用を義務付
けている州もある。韓国は世界で最も大気汚染のひ
どい国の一つで、大気汚染で実際に死者も出ている。
大気汚染により国として毎年 90億ドルのコスト負担
を強いられるため、国の経済はその分競争力を失っ
ているのが現状である。6

　その原因はどこにあるのか。多くの韓国人は「中国
が原因だ」だと言うが、それは真実ではない。NASA
の研究によれば、韓国に被害をもたらしている「細塵」
（PM 2.5）のうち中国から飛来するのはわずか 30%
に過ぎない。残り 70％の発生源は、韓国国内で石炭
を燃焼させる火力発電所およびガソリン車である。7

　人類にとって欠くことのできない健康、経済、安全、
地球の将来のどれもが「どのような未来に住みたい
か」という新たな命題を我々に問いかけているので
ある。

新自由主義の先には大混乱が待ち受ける

　世界中で被害が報告される災害は決して偶然起き
たものではない。マンデラ元大統領は、「奴隷制やア
パルトヘイトは自然の産物ではない。貧困もしかり
である」と言った。貧困は人為的なものであり、何
らかの行動を起こすことで撲滅することができる。8

　公害も自然の産物ではない。マンデラ元大統領が
言うように、公害も人為的なものだとすれば、解決
する方法はあるはずである。
　現在人類が直面する環境問題は、天然資源を枯渇

させてしまう産業経済に原因がある。産業経済では、
より多くのお金とモノを生み出すことを目的として、
人的資源および天然資源を枯渇させてしまう。
　新自由主義は、1944 年に発行されたハイエクの『隷
従への道』をバックボーンに 1947 年のモンペルラ
ン協会の創設に端を発する。この創設大会にはハイ
エク、フリードマン、ポパー等 36 人が参加したが、
ファシズムや共産主義という悪から個人の創造性を
守ることを目的とした。新自由主義によれば、人は
欲深い生き物だがそれでも構わない、なぜなら、完
全な自由市場では、各個人の意向が異なってもより
大きな善に吸収されてしまうからである。9

　しかし、その考え方は誤りであり、今までうまく
いった試しがない。その考え方では地球は疲弊し、
人類は崖下に突き落とされることになる。
　新自由主義にとって重要なのは、完全な自由市場
で個人の自由が保障されることである。成功者か否
かを測る唯一の物差しがお金であり、また富を得る
ことは神からの祝福の証しでもある。新自由主義に
とっては可能な限り小さな政府が望ましいし、私有
財産および市場への出入りの自由は保護されなけれ
ばならない。
　上記の内容は、ビジネス界、学術界、政界に身を
おくならば、ほぼ例外なくその思考方式が刷り込ま
れている。新自由主義は世界中のグローバル経済政
策を取り仕切っていると言っていい。10

新たな考え方：ナチュラル・キャピタリ
ズムの原則 11

　人類のより良い未来の構築を成そうとする世界の
諸機関には、地球の健全性を維持し、人々が繁栄を
分かち合う喜びを味わえるようにする責務がある。12

　再生可能な経済への道は、ナチュラル・キャピタ
リズムの 3つの原理を実行することにある。第 1の
原理は資源生産性の根本的改善である。このことは
収益性につながるが、もっと重要なことは、気候変
動危機を回避してそれまでそれに充てられていた時
間を取り戻すことができることである。生み出され
た時間は、循環経済やバイオミミクリ（生物模倣）
のようなアプローチで全ての製品やサービスの製造・
販売の見直しに充てることができる。経済とエネル
ギーで言えば、廃棄物を出さないサービスとフロー
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年終わりに新たな電気供給の事業を開始して申込者
を募った。風力および太陽光で発電してバッテリー
貯蔵した総量 57 ギガワットの電力を 1キロワット
時あたり 3セントで販売するものである。再生可能
エネルギーによる発電とバッテリー貯蔵を合わせれ
ば、石炭を使用した火力発電と同様、電力供給の安
定性は確保され、24時間安定的に電力を供給できる。
しかも公害を出さない。天然ガスを使用した火力発
電の最安値は 1キロワット時あたり 4セントであっ
た。サウジアラビアにある再生可能エネルギー会社
は 2017 年 10 月に太陽光発電で 1キロワット時あた
り 1.7 セントという世界最安値を発表したことがあ
る。韓国を含む世界中の国家が目指すのは 2030 年
までに 100％再生可能エネルギーに転換することで
ある。22, 23

　中国は太陽光エネルギーの 2020 年ゴールをすで
に達成している。中国の太陽光エネルギー供給は毎
年 45 ギガワット増加している（45 ギガワットはド
イツ 1国の太陽光総エネルギーを上回る）。カリフォ
ルニア州は電力の再生可能エネルギー比率をこれま
で野心的といわれた「2020 年までに 33%」とする
目標を 2018 年 9 月、「2030 年までに 60%」とする
目標に強化した。さらに、2045 年までに CO2 ゼロ
エミッションを達成するとする。韓国の複数の自動
車メーカーは付加価値の 12％に責任をもつが、EV
販売競争で日本、ドイツ、米国、中国のメーカーと
死闘を繰り広げている。この流れは韓国にとって良
い結果をもたらすかもしれない。なぜなら EVに使用
される LG化学製造のバッテリーが将来の韓国経済の
柱になりつつあるからである。24, 25, 26

　上記のことが正しければ、すべてに通じる重大な
意味をもつことになる。この転換期にうまく転換で
きなければ、石油、天然ガス、石炭、ウラン、原子
力、公益事業、自動車産業、融資銀行、投資ファンド・
保険会社などは倒産に追い込まれてしまう。過去 10
年間で経験したことのないほどの大規模な経済破綻
を意味する。石油を例に挙げよう。キャピタルイン
スティチュートのジョン・フラートンはこう予言す
る。世界の有力企業のバランスシートや国家のソブ
リンウェルスファンドに記載されている化石燃料に
関して、少なくとも 20兆ドルが帳簿上無価値になる
と。フラートンによれば、2008 年のリーマンショッ
クはわずか 2.7 兆ドルの担保資産の暴落を引き起こ
したに過ぎない。それに比べて 20兆ドルがいかに大

の経済や再生可能エネルギーの利用ということにな
る。真に持続可能なシステムは、あらゆる種類の資源、
とりわけ人的資源や自然資源を再生させるものでな
ければならない。13, 14, 15, 16

　結局、このような考え方は 2つの新たな概念にま
とめられる。脱炭素化経済と再生可能な農業への転
換である。
　2018 年 11 月文在寅大統領は、太陽光発電と風力
発電を合わせた総額 88億ドルの「世界最大級のソー
ラーパーク」建設を発表した。これは、韓国におけ
るエネルギー需要の再生可能エネルギー（再生可能
資源）が占める割合を、2017 年時点で 9.7% であっ
たものを、2030 年には 34% に引き上げようという
計画である。ちなみに天然ガスは 2030 年には 19%
を占めることになる。原子力と石炭を合わせたシェ
アは現在 51% だが、2030 年には全体の 3分の 1に
まで減少する。17

　出発点としては良い取組であるが、それだけでは
十分ではない。なぜなら経済的事情はもっと急速な
変化を求めているからである。スタンフォード大学
のトニー・セバ教授は、経済的理由から世界全体の
エネルギー供給は 2030 年までにすべて再生可能エ
ネルギーに転換されることは間違いないと述べる。
　100％再生可能エネルギーへの転換は可能なのか。
2009 年、スタンフォード大学のマーク・ジェイコブ
ソン氏は世界中のエネルギー供給は 2030 年までに
すべて再生可能エネルギーに転換しうると述べてい
る。ジェイコブソン氏はその方法論としてソリュー
ション・プロジェクトを発表している。近年、クリ
スチャン・ブレイヤー氏らは、太陽光発電のみで全
世界のエネルギー供給を賄えるとその方法論を発表
した。18, 19, 20

　セバ教授は、以下 4 つのディスラプティブ技術
（従来の技術を根底から覆すほど革新的な技術）とビ
ジネスモデルを融合させれば 100％再生可能エネル
ギーで賄うことは可能であるとする。4つのディスラ
プティブ技術とは、太陽光エネルギーのコスト削減、
貯蔵（バッテリー）のコスト削減、電気自動車、自
動運転車の 4つである。従来のガソリン車やディ―
ゼル車を TaaS (Transit as a Service) Design として知
られる再生可能エネルギーを動力源とした電気自動
車に替えればコストは 10分の 1となる。21

　コロラド州のエクセル・エナジー社（Xcel Energy 
Inc.）は発電を石炭に頼る電力会社であるが、2017
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きな額かと警告する。トニー・セバの予言が正しけ
れば、前代未聞の経済的崩壊を見ることになる。好
むと好まざるとに関わらず、全く新しい経済が登場
しようとしているのだ。27

　収益性を上げつつ気候変動問題を解決する 2つの
方法のうちのもう 1つは、再生可能な農業への転換
である。再生可能な農業へ転換すれば、身体に良い
食料が豊富に農村に確保される。エネルギー・化学
肥料を大量消費する産業としての集約農業は、土壌
炭素量を減少させ、韓国をはじめ世界中で公害を引
き起こした。窒素肥料の過剰使用は土壌窒素量を減
少させ、窒素酸化物その他の温室効果ガスを排出し
てしまう。家畜に与える飼料の給餌内容が適切でな
いと、家畜はゲップによって莫大な量のメタンガス
を排出してしまう。メタンガスは二酸化炭素以上に
温室効果の高い温室効果ガスである。このような問
題のある農業は温室効果ガス全体の約 4分の 1を排
出し、気候変動の原因となっている。すなわち農村
経済にとっても人の健康にとっても阻害要因となっ
ているのである。
　近年、ロバート・ロデールが再生可能な農業と呼
んだものに関心が集まりつつある。ロデールによれ
ば、再生可能な農業のシステムは、リソースを枯渇
させたり破壊させたりする従来のものとは異なり、
逆にリソースの質を高め豊かにしてくれる。また再
生可能な農業のシステムは総合的なアプローチをと
るので、イノベーションは強化され、環境的、社会的、
経済的、精神的側面の幸福をもたらしてくれる。28

　再生可能な農業は、人間の力ではなく自然の叡智
と健全な土壌の利用により二酸化炭素を固定する。
再生可能な農業のアプローチは、アラン・サボリー
が何十年にもわたり提唱してきたものでもある。ア
ラン・サボリーが設立したサボリー研究所は、農業
に活用したホリスティック・マネジメントとホリス
ティック・デシジョン・メイキングを主導して気候
変動問題を解決に導こうとする。この方式を採用す
れば、砂漠は草の繁茂した農地に変わり、生物多様
性は回復し、川や水路といった水源が甦り、貧困や
飢餓は克服できる。また全地球的な気候変動問題を
解決することができる。29, 30

　炭素は自然の中では一番の害悪などではない。炭
素は生命の基礎をなすものである。草食動物の群れ
は森林に次いで第 2番目の二酸化炭素固定量である
草原と共に進化したが、サボリーのアプローチはそ

の進化のプロセスを真似たものである。つまり、草
食動物は外敵から身を守るために群れを成して生活
する。群れは共に移動し、一定地域のすべての草を
食する。土地は踏みつけられることで耕され肥沃と
なり、種はひづめにより地中に入る。群れは一旦そ
の土地を離れ、草が再び繁茂するまで戻らない。
　動物と自然のこのような相互作用が土壌微生物の
棲む健全な土壌を形成する。土壌微生物は土壌炭素
量を増加させ、自然な窒素サイクルを回復する。サ
ボリーは、化石燃料の使用をやめてゼロエミッショ
ンを達成しても、気候変動による大災害は避けられ
ないと主張する。草原やサバンナの火事は今後も継
続し、砂漠化はますます加速するであろう。土壌は
二酸化炭素を固定することも水分を蓄えることもで
きなくなるであろう。大災害を避けるには、二酸化
炭素の排出削減に全世界的に取り組み、化石燃料か
ら無害で安全なエネルギー源に替える必要がある。
また効果的な家畜管理を行って大気中の余剰二酸化
炭素を土壌に戻す必要がある。生物多様性の破壊や
バイオマス火災を減少させ、大気中の二酸化炭素濃
度の上昇を原因としない大地の砂漠化を止める唯一
の方法は、収益性のあるホリスティック・マネジメ
ントである。2010 年バックミンスター・フラー・チャ
レンジ賞に輝いたのは、サボリーの長年の取り組み、
つまりジンバブエのホリスティック・マネジメント
アフリカセンターおよびサボリー研究所であった。
気候変動に対する全システムソリューションの展開
および持続可能な開発が評価された。31, 32, 33

　ミート・ギャベ・ブラウンは、トウモロコシや大
豆を生産する農家だが、収穫量が減少したため、コ
スト削減のためにノースダコタ州ビスマーク近くに
ある 2,000 エーカーの農地を再生可能な農業に転換
した。再生可能な農業への転換を決断した 1993 年
当時、土壌は貧弱で、穀物を生産するには肥料、殺
虫剤、除草剤が必要な状態であった。2年後の 1995
年にブラウンは土地を耕すのを止めた。1997 年に多
種被覆作物を加えた。2006 年には、サボリー型放牧、
つまり、牛、羊、食肉用鶏、ミツバチ、トウモロコシ、
大豆を同時に導入して飼育・栽培するようになった。
化学肥料や化石燃料を使用しないことによってコス
トが下がり、収益は増加した。2014 年、トウモロコ
シ 1ブッシェル当たり 1.35 ドルのコストをかけ 3.5
ドル以上の価格で販売した。しかし、草のみを飼料
として牛肉や子羊を肥育しているため、草の需要に
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ズ」という家族経営農場を 5種の家禽、5種の食肉
家畜（草のみで飼育）、採卵鶏、野菜を栽培する再生
可能な農業へ転換することに成功した。成果物はネッ
トで販売したり、高級レストランや米国東部の「ホー
ルフーズマーケット (Whole Foods Market)」に卸し
たりする。ハリス氏は一度衰退したブラフトンの町
の町民を 137 人雇用している。ハリス氏の隣の農家
は、同じ面積の農場を所有するのに 4人しか雇用し
ていない。ホワイト・オーク・パスチャーズはアグ
リツーリズム、レストラン経営、総合スーパーを経
営するため多くの人材が必要なのである。ホワイト・
オーク・パスチャーズは他の農場経営者のためのデ
モンストレーションやトレーニングの場所でもある。
37, 38

　適切に管理された牧草地ではどのくらいの二酸化
炭素を固定できるか、またその速度はどのくらいか。
カリフォルニア州は、酪農および牛肉事業から取れ
た堆肥を植物性の廃棄物と混合して実験を行なって
いる。元々植物性廃棄物は廃棄されるもので、廃棄
すればコストがかかり、腐ってメタンガスを排出す
る。実験では堆肥と植物性廃棄物を混合した肥料を
農場全体に散布する。毎年カリフォルニア大学バー
クリー校の研究者たちが土壌サンプルを深さ 1mか
ら抽出し、土壌中の二酸化炭素量を測定している。

供給が追いつかず、農場の状態を維持することで手
一杯であった。ブラウン農場が二酸化炭素をはじめ
とした栄養を循環させ水分を保つ能力は、動物の飼
育を介さずに行なう近隣の有機農業農場の能力を上
回る。化学肥料の使用量を調節する 2形態の無耕農
業の能力をも超えている。ブラウン農場から採取し
た土壌サンプルを近隣農場のものと比較したが、動
物を飼育することで窒素、リン、カリウムの濃度が
高くなっていることが分かった。34, 35, 36

　水抽出有機態炭素（WEOC）が高い数値を出したこ
とが最も注目に値する。農場を購入した1993年当時、
土壌有機物（炭素）はわずか 1.3％であった。しかし
2013 年には土壌有機物を 11％以上に引き上げるこ
とができた。
　ブラウンは収益を上げつつ自らの農場の土壌を再
炭素化しながら、気候変動を解決しようとしている。
ブラウンによれば、土壌が健全ならば、水も空気も
きれいになり、植物も動物も健康になり、ひいては
ヒトも健康になる。こうして健全なエコシステムを
もつようになる。このシステムには基本的に環境問
題はない。
　このシステムの導入によって得られることは土壌
の改善にとどまらない。ウィル・ハリスはサウス
ジョージア州にある「ホワイト・オーク・パスチャー

農業形態 窒素（ポンド） リン（ポンド）（ppm） カリウム（ポンド）
（ppm） WEOC

有機農業 2 156(9) 95(14) 233

無耕農業、低多様性 27 244(14) 136(19) 239

無耕農業、中多様性、
高化学合成肥料比率 37 217(12) 199(28) 262

無耕農業、高多様
性、化学合成肥料不
使用、家畜

281 1,006(56) 1,749(250) 1,095

試験実施者：Dr. Rick Haney, ARS, テンプルカレッジ（テキサス州）

注：表の最下行がミート・ギャベ・ブラウンの牧場である。ちなみに2007 年の土壌試験では窒素 10ポンド（深
さ24インチ土壌中）、リン 6 ppm( オルゼン式試験法 )、カリウム 303 ppmであった。ブラウンによれば 2007 年
以降牧場への肥料投与は一切行っていない。ppmの数値は、土壌試験で検出したポンドをGraze 変換したもので
ある（ウィスコンシン・エクステンション大学　ジーン・シュライファー氏の協力を得た）。
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堆肥と植物性廃棄物を混合した肥料を放牧地へ 1回
散布したら草は通常の 2倍成長し、二酸化炭素固定
量は 70％増加した。二酸化炭素固定量はこのように
毎年増加しているのである。有機肥料を使用した場
合に排出される土地面積あたり二酸化炭素相当 18ト
ン以上の温室効果ガスを 30年以上固定することが可
能である。39, 40

　ニューメキシコ州立大学持続型農業研究所所長の
デビッド・ジョンソン博士も、同様のアプローチを
開発した。博士の研究によれば、「植物と土壌微生物
の相互作用を促進すれば、農地・牧草地における土
壌中二酸化炭素の回収と貯留の効率が上がる。しか
もこの相互作用は、土壌微生物の炭素使用効率を上
昇させ、土壌中二酸化炭素の消費率を減少させる。
このバイオテクノロジーを農業生態系に導入すれば、
牧草地において年ヘクタールあたり平均 11トン以上
の二酸化炭素を回収および貯留することが可能とな
る。移行農地においては、年ヘクタールあたり 36.7
トン以上の二酸化炭素を回収および貯留することが
可能である。いずれも、米国環境保護局（EPA）が
推薦する「Carbon dioxide Capture, Utilization and 
Storage（CCUS）」技術の 10 分の 1以下のコストで
可能である。41, 42, 43

　世界の永年放牧地および飼料農場の面積を合計す
ると約 34億ヘクタールになる。Soil4Climate の Seth 
Itzkan によれば、ホリスティック・マネジメントを
世界の放牧地で実践すれば年間 10.2 ギガトンの二酸
化炭素が回収できる。そのようにして今後 30年以上
をかけて大気中の二酸化炭素濃度を産業革命以前の
280ppmに戻すことが可能である。44

　再生可能な農業と二酸化炭素の排出削減と収益性
を考慮した良質なエネルギー政策を組み合わせれば、
収益性を上げつつ気候変動問題を解決できるのは明
らかである。
　その一つの方法がチョ・ハンギュ氏が韓国と日本
の技術を合わせ開発してできた「韓国自然農業」で
ある。「韓国自然農業」は、伝統的な韓国農法とキ
ムチなどの食材で使用される発酵法を組み合わせて
Indigenous Micro Organisms (IMOs) を創造した。バ
クテリア、菌類、原生動物、その他有機体コロニー
は穀物および家畜の生産性を高め、養豚における悪
臭を絶ち、外部的投入および化石燃料への依存を減
少させて農場の収益を上げてくれる。45

　このアプローチを用いれば、韓国の工業化に伴い

深刻化した水質汚染の問題を長期的な計画で解決す
ることになるであろう。1988 年のオリンピック開催
以降、水質は改善されてきたが、ポートランド州立
大学の研究によれば、首都ソウルおよび近郊の都市
部では水質汚染の水準が今なお受容可能なレベルを
超えているとし、水質汚染を改善するには、河川沿
いに森林や畑を増設することが奨励されるが、より
厳格な規制、より高度な管理体制を整備し、森林や
畑に自然緩衝機能を発揮させる必要性を指摘してい
る。そのために再生可能な農業は効果的であろう。46

より良い未来の創造

　現在の経済は金融資本を最大化しようとするもの
であるが、この経済を押し進めれば生命維持システ
ムを破壊してしまう。お金やモノは有用だが、より
多くのお金やモノを得るために人的資本と自然資本
を犠牲にするというのは愚かなことである。
　現在の経済は劣悪な資本主義と言わざるを得ない。
手付かずの動植物群落と生態系の方が資本としては
より価値がある。なぜなら、手付かずの動植物群落
と生態系が無ければ社会の安定も生命も経済も存立
しえないからである。我々はウェルビーイングエコ
ノミーと呼ばれる経済を創出する必要がある。ウェ
ルビーイングエコノミーは健全な地球上の繁栄を
人々が分かち合うことを可能とする。偉大な科学者
で『成長の限界』の著者でもあるダナ・メドウズは
地球崩壊は回避できると一貫して主張してきた。以
下はダナ・メドウズの見解である。47

「人々が必要なのは巨大なアメ車ではなく、周囲か
ら尊敬されることである。タンスいっぱいの洋服は
必要ない。必要なのは自分自身に魅力があること、
感動・バラエティー・美である。人々が必要なのは
アイデンティティ・コミュニティ・チャレンジ・ア
クナレッジメント・愛・喜びである。これらを物質
で満たそうとするのは、現実問題に対して決して解
決できない誤った解決策で解決しようと躍起にな
るようなものである。そのような行動の結果として
生じる心理的空虚さは、物質的繁栄に対する欲望の
背後にある大きな力をもつ存在の一つなのである。
非物質的存在の必要性を受け入れ、それを明確に示
し、さらにそれを満足させる非物質的方法を見出し
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